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情報EXPRESS
商工連のホットな話題をお届けします

　

県
商
工
会
連
合
会
（
池
原　

泉
会
長
）
で
は
、
五
月
二
十
五

日
に
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

冒
頭
、
池
原
会
長
は
「
県
連

合
会
の
事
業
運
営
に
対
す
る
協

力
に
謝
辞
を
述
べ
、
米
国
の
金

融
危
機
に
端
を
発
し
、
景
気
の

減
速
が
明
確
化
し
て
い
る
。国
、

地
方
も
三
位
一
体
改
革
以
来
、

財
政
状
況
は
厳
し
く
、
地
方
は

疲
弊
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
商

工
会
は
、
県
及
び
市
町
村
補
助

金
に
依
存
し
て
い
る
が
、
組
織

　

平
成
二
十
一
年
度
の
通
常
総

会
に
お
い
て
、
県
連
合
会
の
新

会
長
に
雲
仙
市
商
工
会
の
宅
島

壽
雄
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

就
任
に
あ
た
り
、
次
の
三
つ

の
基
本
方
針
を
表
明
さ
れ
て
い

ま
す
。

１ 

．
県
連
合
会
と
商
工
会
と
の

連
携
強
化
に
努
め
る
と
と
も

に
、
会
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
に
取
り
組
む
。

２ 

．
存
在
価
値
を
高
め
る
商
工

会
事
業
に
取
り
組
む
。
地
域

　

こ
の
度
、
私
こ
と
、
去
る
五

月
二
十
五
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
通
常
総
会
の
役
員
改
選
に
お

い
て
、
県
連
合
会
会
長
を
退
任

い
た
し
ま
し
た
。

　

平
成
六
年
五
月
、「
共
存
、

共
栄
、
共
生
」
を
商
工
会
の

理
念
と
し
て
掲
げ
就
任
以
来
、

十
五
年
間
に
わ
た
り
、
県
連
合

会
の
運
営
、
事
業
推
進
に
努
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

お
陰
様
を
も
ち
ま
し
て
、
大

過
な
く
職
責
を
果
た
し
得
ま
し

た
こ
と
を
皆
様
の
ご
支
援
、
ご

協
力
の
賜
と
心
か
ら
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
商
工
会
の
会
員

と
し
て
、
商
工
会
の
発
展
と
地

域
経
済
発
展
の
た
め
に
協
力
し

て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、

何
卒
、
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
、
ご

支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

産
業
の
創
出
、
農
商
工
連
携

事
業
等
に
よ
り
地
域
力
の
向

上
を
図
る
。

３ 

．
頼
ら
れ
る
商
工
会
づ
く
り

に
取
り
組
む
。

　
「
現
下
の
危
機
的
な
金
融
・

経
済
情
勢
を
踏
ま
え
、
金
融
・

経
営
支
援
に
商
工
会
組
織
を
挙

げ
て
取
り
組
み
た
い
。
ま
た
、

社
会
一
般
に
対
し
て
商
工
会
の

果
た
す
役
割
、
地
域
貢
献
事
業

等
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き

た
い
」
と
熱
く
語
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

宅
島
会
長
は
、
昭
和
六
十
二

年
に
小
浜
町
商
工
会
長
に
就
任

さ
れ
、
平
成
十
八
年
四
月
の
合

併
に
伴
う
雲
仙
市
商
工
会
発
足

後
も
会
長
を
務
め
ら
れ
て
い
ま

す
。（
宅
島
建
設
㈱
な
ど
グ
ル
ー

プ
六
社
、
六
十
四
歳
）

の
改
革
が
急
務
と
の
観
点
か
ら

新
た
な
指
導
体
制
の
構
築
を
目

指
し
て
合
併
を
進
め
て
き
た
。

地
域
商
工
業
者
へ
の
経
営
支
援

を
強
化
し
て
い
け
る
よ
う
商
工

会
と
連
携
を
密
に
し
て
地
域
の

活
性
化
、
商
工
業
の
発
展
に
努

力
し
て
い
き
た
い
。
商
工
会
に

お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

地
域
経
済
団
体
と
し
て
の
存
在

感
を
示
し
て
欲
し
い
」と
挨
拶
。

　

通
常
総
会
で
は
、
平
成
二
十

年
度
の
事
業
実
績
と
一
般
会
計

及
び
特
別
会
計
の
決
算
、
商
工

貯
蓄
共
済
事
業
の
平
成
二
十
年

度
実
績
及
び
平
成
二
十
一
年
度

の
事
業
計
画
等
に
つ
い
て
、
審

議
が
行
わ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど

お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
役

員
改
選
で
は
、
池
原
会
長
が
勇

退
を
表
明
さ
れ
、
宅
島
壽
雄
氏

（
雲
仙
市
商
工
会
長
）
が
新
会

長
と
し
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

新
役
員
に
つ
い
て
は
、
別
表
の

と
お
り
で
す
。

　

総
会
終
了
後
の
懇
親
パ
ー

テ
ィ
ー
で
は
、
金
子
原
二
郎
県

知
事
や
久
間
章
生
、
冨
岡
勉
国

会
議
員
を
は
じ
め
、
各
関
係
機

関
か
ら
多
く
の
来
賓
が
出
席
さ

れ
ま
し
た
。

　

知
事
か
ら
は
「
県
の
財
政
状

況
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
が
、

緊
急
経
済
雇
用
対
策
を
は
じ
め

景
気
回
復
に
繋
が
る
よ
う
に
補

助
金
を
準
備
し
て
い
る
。
地
域

経
済
の
振
興
発
展
に
な
お
い
っ

そ
う
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。
商

工
会
及
び
県
連
合
会
の
今
後
の

活
躍
に
期
待
す
る
」
と
挨
拶
を

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
出
席
者
は
相
互
に

親
交
を
深
め
、
な
ご
や
か
な
雰

囲
気
の
中
で
終
了
し
ま
し
た
。

■
新
役
員
（
敬
称
略
）

役
職
名

氏
　
　
名

所
　
　
属

会

長
宅
島
　
壽
雄
雲
仙
市

副
会
長
深
江
　
海
人
佐
世
保
市
北
部

熊
　
　
邦
雄
長
崎
南

浦
田
　
一
朗
対
馬
市

専
務
理
事

副
島
　
重
孝
県
連
合
会

理

事
山
崎
　
春
雄
西
そ
の
ぎ

川
口
　
誠
一
南
島
原
市

山
口
　
博
昭
東
彼

田
尾
　
正
幸
新
上
五
島
町

北
村
　
亮
樹
県
青
連

峰
　
マ
ス
子
県
女
性
連

監

事
石
場
　
照
喜
多
良
見
町

末
永
　
健
次
壱
岐
市

  

県
下
全
商
工
会
員
の

  

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を

  

退
任
の
ご
挨
拶県連合会 前会長

池原　　泉
県連合会 会長
宅島　壽雄

通
常
総
会
開
催

平
成
二
十
一
年
度
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情報EXPRESS
商工連のホットな話題をお届けします

◉
事
例
の
企
業
は
、
株
式
会
社
鍋
順
で
す
。
各
種
屋
根
瓦
の
販
売
・
施
工
を
主
と
し
て
、
外

壁
工
事
・
左
官
工
事
等
を
行
う
企
業
で
す
。
県
内
各
地
に
営
業
所
が
あ
り
、
九
州
で
も
有
数

の
施
工
実
績
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

◉
経
営
課
題
（
テ
ー
マ
）

　

主
要
事
業
で
あ
る
屋
根
工
事
の
際
に
は
瓦
の
廃
材
が
大
量
に
発
生
し
、
そ
の
処
分
に
は
年

間
数
百
万
の
費
用
を
要
し
て
い
ま
す
。

　

瓦
は
粘
土
を
成
形
し
焼
成
し
て
得
ら
れ
た
天
然
由
来
の
素
材
で
あ
り
、そ
の
粉
砕
物（
チ
ッ

プ
）
は
多
孔
質
で
保
水
吸
水
性
に
優
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
多
機
能
建
材
や
土
壌
改
良
材
と

し
て
再
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
社
で
は
、
従
来
品
よ
り
角
の
丸
い
チ
ッ
プ
が
得
ら
れ
る
破
砕
機
を
九
州
で
初
め
て
導
入

し
、
こ
れ
に
よ
り
利
用
範
囲
の
広
い
チ
ッ
プ
を

製
造
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

◉
連
携
拠
点
の
支
援
事
業

　

設
備
導
入
に
は
、
派
遣
専
門
家
よ
り
提
案
を

受
け
、
産
業
廃
棄
物
の
排
出
抑
制
に
関
す
る
補

助
金
の
活
用
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今

後
の
展
開
と
し
て
、
他
の
材
料
と
混
ぜ
る
な
ど

二
次
加
工
す
る
こ
と
で
、
従
来
の
建
築
以
外
に
、

道
路
や
屋
上
緑
化
、
浜
辺
・
干
拓
地
で
の
建
設

資
材
陸
上
養
殖
の
水
槽
資
材
と
し
て
活
用
を
計

画
し
て
お
り
、
こ
の
二
次
加
工
の
部
分
で
経
営

革
新
認
定
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

【
企
業
の
概
要
】

　

住　

所
：
〒
八
五
一
―
二
一
〇
八

　
　
　
　
　

西
彼
杵
郡
時
津
町
日
並
郷
三
六
四
四

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
〇
九
五
―
八
八
二
―
八
〇
九
一

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
〇
九
五
―
八
八
二
―
八
〇
九
八

　

Ｈ　

Ｐ
：http://w

w
w
.nabejun.net/

　

一
連
の
国
の
経
済
危
機
対
策
は
、
緊
急
融
資
制
度
、
定
額

給
付
金
や
そ
れ
に
伴
う
プ
レ
ミ
ア
商
品
券
の
助
成
に
続
き
、

「
底
割
れ
」
の
回
避
と
し
て
、
雇
用
対
策
、
中
小
企
業
の
資

金
繰
り
支
援
や
公
共
事
業
の
前
倒
し
執
行
な
ど
が
織
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
未
来
へ
の
投
資
と
し
て
、
低
炭
素
革

命
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
グ
リ
ー
ン
家
電
（
テ
レ
ビ
・
エ
ア
コ

ン
・
冷
蔵
庫
）
の
普
及
加
速
を
図
る
た
め
「
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
」

が
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

税
制
面
で
も
、
住
宅
取
得
の
た
め
の
贈
与
税
は
暦
年
課
税

の
六
百
十
万
円
ま
で
課
さ
れ
ず
、
中
小
企
業
の
交
際
費
課
税

は
六
百
万
円
ま
で
と
軽
減
措
置
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

県
で
は
地
域
活
性
化
交
付
金
等
に
よ
る
四
百
九
十
二
億
円

を
超
え
る
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
町
も
同
様
の
取

組
が
な
さ
れ
ま
す
。
特
に
「
ふ
る
さ
と
再
生
特
別
基
金
事

業
」
は
、
地
域
の
実
情
や
創
意
工
夫
に
よ
り
雇
用
機
会
を
創

出
す
る
事
業
で
す
。
空
き
店
舗
を
活
用
す
る
雲
仙
街
の
駅
事

業
（
雲
仙
市
商
工
会
）
鷹
島
島
の
幸
加
工
所
地
域
特
産
品
ブ

ラ
ン
ド
化
・
販
路
開
拓
事
業
（
松
浦
市
福
鷹
商
工
会
）
宅
配

シ
ス
テ
ム
（
新
上
五
島
町
商
工
会
）
韓
国
人
観
光
客
サ
ポ
ー

ト
拠
点
設
置
事
業
（
対
馬
市
商
工
会
）
等
は
、
商
工
会
が
提

案
し
て
い
る
例
で
す
。
更
に
基
金
で
は
提
案
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
民
間
の
ア
イ
デ
ア
が
活
か
さ
れ
る
事
業
と
い
う
点
で
、

今
、
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

地域力
連携拠点
から

Report

　
廃
瓦
を
有
効
活
用
す
る
新
規

事
業
の
関
連
で
地
域
力
連
携
拠

点
事
業
を
活
用
し
た
事
例
を
紹

介
し
ま
す
。

経
済
危
機
は

創
意
工
夫
で
乗
り
越
え
よ
う

ふるさと再生特別基金
事業のスキーム

地域基金事業協議会

基金

市町

企業等

県
労働局

商工会

労働団体等

委託
委託

委託

提案

提案

周知

補助

角が丸い瓦の粉砕物
これだけでも利用可能

２次加工品
（新たな活用範囲）他の材料

破砕瓦

２次加工

山崎　春雄さん
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県
内
で
頑
張
る
人
・
企
業
・
町
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
。み
ん
な
の
力
で
町
は
ど
ん
ど
ん
元
気
に
な
る
！
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商工連のホットな話題をお届けします

879.2％
532億円4,150億円

保険料収入

2兆213億円
個人保険新契約高 基礎利益

通常の予測を超えて発生するリスクに対
してどの程度「支払余力」を有しているか
を判断するための指標のひとつです。

格付け 2009年5月末現在

格付は格付会社の意見であり、保険金支払等について保証するものではありません。格付は2009年５月末現在
の格付です。また、将来的に変更される可能性があります。詳しくは格付会社のホームページをご覧下さい。

Ｓ＆Ｐ社 ムーディーズ社 AA- A2
ソルベンシー･マージン比率

保険財務力格付 保険財務格付

2008年度決算報告ダイジェスト ジブラルタ生命保険株式会社
コールセンター　0120-37-2269  ミナジブロック
ホームページ　http：//www.gib-life.co.jp

（個人年金保険を含みます）

商工会会員の
みなさまへ

　2008年度の業績は、低迷す
る金融市場と非常に厳しい経
済環境下においても、着実に続
けることができました。
　今後も商工会様とのパート
ナーシップを尊重し、会員のみ
なさまから最も信頼される生命
保険会社を目指してまいります。

　

県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
と
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
で

は
、
五
月
八
日
と
十
二
日
に
そ
れ
ぞ
れ
、
長
崎
市
で
平
成

二
十
一
年
度
の
通
常
総
会
と
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

青
年
部
の
通
常
総
会
で
は
、
部
員
増
強
の
取
り
組
み
で
あ

る
「
部
員
一
人
・
一
声
運
動
」
の
表
彰
を
行
い
、
純
増
加
数

部
門
で
、
壱
岐
市
・
南
島
原
市
が
、
増
加
率
部
門
で
、
松
浦

市
福
鷹
・
有
明
町
の
青
年
部
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
議
案
審
議
を
行
い
、
二
十
年
度
の
事
業
実
績

と
収
支
決
算
、
二
十
一
年
度
の
事
業
計
画
や
収
支
予
算
等
が

原
案
ど
お
り
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
本
年
度
は
、「
経
営
革
新
の
取
り
組
み
支
援
」、「
商

工
農
漁
連
携
事
業
」、
経
営

者
と
し
て
の
資
質
向
上
を
図

る
「
青
年
部
員
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
事
業
」
等
の
事
業
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

役
員
改
選
で
は
、
新
会
長

に
北
村
亮
樹
（
佐
々
町
商
工

会
青
年
部
）
氏
を
選
出
し
ま

し
た
。

　

女
性
部
の
通
常
総
会
で
は
、

は
じ
め
に
県
障
害
福
祉
課
の

松
永
篤
課
長
か
ら
、「
長
崎

県
愛
の
福
祉
基
金
」
へ
の
募
金
に
対
し
、
県
知
事
の
感
謝
状

が
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
部
員
増
強
運
動
の
昨
年
度
実
績
に
対
し
南
島
原

市
商
工
会
女
性
部
が
一
位
の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
議
案
審
議
で
は
、
二
十
年
度
の
事
業
実
績
と
収

支
決
算
、二
十
一
年
度
の
事
業
計
画
（
商
工
農
漁
連
携
事
業
・

マ
イ
バ
ッ
ク
運
動
・
一
日
一
円
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
等
）
や

収
支
予
算
等
が
原
案
ど
お
り
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

県
青
連
・
県
女
性
連

平
成
二
十
一
年
度
通
常
総
会
開
催

商 工 貯 蓄 共 済
推進期間　６月～９月まで

　商工貯蓄共済は、商工会員の相互扶助と組織的な福利
厚生事業として「貯蓄積立」「生命保障」「融資」の３つの
特色を組み合わせたものです。

•自己資本の蓄積と健全経営のため
• 有利な借入れによる事業促進のため
• 大きく有利な保障による生活安定の
ため
• 人材確保と従業員の福利厚生のため
•商工会の組織強化のため

　会員の皆様のご加入を、是非お勧め
します。

　★加入対象者　　商工会会員とその家族及び従業員
　　　　　　　　　で、健康な方
　★掛　　　金　　一口 2,000 円で 30口まで
　★保　険　金　　一口 25万円から 100万円まで
　　　　　　　　　（年齢により異なる）

　わずかな掛金で、有利な内容。こんな魅力的な商工貯蓄
共済の加入推進特別増強運動を９月まで実施しています。
　お問い合わせは商工会へ。

青年部新役員
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県
内
で
頑
張
る
人
・
企
業
・
町
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
。み
ん
な
の
力
で
町
は
ど
ん
ど
ん
元
気
に
な
る
！

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
  

居
酒
屋
　
海
道

情報EXPRESS
商工連のホットな話題をお届けします

　

鷹
島
町
は
、
今
年
四
月
十
八

日
に
佐
賀
県
肥
前
町
と
の
間
に

鷹
島
肥
前
大
橋
が
開
通
し
、
長

崎
・
佐
賀
・
福
岡
等
か
ら
の
観

光
客
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

観
光
客
の
目
当
て
は
、
鷹
島

の
新
し
い
名
物
料
理
「
魚
島
来

（
お
と
こ
）
め
し
」。
今
回
は
そ

の
取
り
組
み
の
リ
ー
ダ
ー
川
瀬

隆
さ
ん
が
経
営
す
る
「
居
酒
屋

海
道
」
を
お
訪
ね
し
ま
し
た
。

て
も
ら
お
う
と
、
大
き
さ
や
口

の
広
さ
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど
、
食

べ
や
す
く
見
た
目
に
も
こ
だ
わ

っ
た
波
佐
見
焼
の
魚
島
来
め
し

用
ど
ん
ぶ
り
を
作
り
ま
し
た
。

と
ら
ふ
ぐ
生
産
量
日
本
一

　

も
と
も
と
ふ
ぐ
料
理
が
専
門

の
川
瀬
さ
ん
は
、「
鷹
島
は
と
ら

ふ
ぐ
の
生
産
量
日
本
一
。
も
っ

と
宣
伝
し
て
、
是
非
ふ
ぐ
を
目

当
て
に
島
に
来
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
ね
。」
と
、
ふ
ぐ
料
理
の

Ｐ
Ｒ
も
。

　

川
瀬
さ
ん
の
頭
の
中
で
は
、

次
の
創
作
メ
ニ
ュ
ー
づ
く
り
も

進
行
中
で
す
。
橋
が
か
か
り
活

気
あ
ふ
れ
る
鷹
島
に
は
、
こ
れ

か
ら
も
第
二
第
三
の
名
物
料
理

が
登
場
し
、
訪
れ
る
人
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

団体生命傷害共済 「商工会と共に歩む共済」

県共済

傷害総合保障共済
総合火災共済　生命傷害共済　自動車事故費用共済　自動車総合共済　医療総合保障共済

所 得 補 償 共 済　ガン共済
休業補償見舞金共済　ＰＬ保険

長崎県火災共済協同組合
長崎県中小企業共済協同組合

長崎市桜町４－１  商工会館８Ｆ　ＴＥＬ㈹ 095（822）9695 お問合せ・お申込は　県内の商工会へ

居酒屋　海道
  〒 859-4303
  松浦市鷹島町神崎免石川９１－7

  ☎  0955-48-2950
  FAX 0955-48-2425
  定休日：水曜日

の
せ
て
お
茶
を
か
け
た
「
お
と

こ
や
ま
」
と
呼
ば
れ
る
地
魚
丼

が
食
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

居
酒
屋
海
道
で
は
、
こ
れ
を

「
お
と
こ
め
し
」
と
い
う
裏
メ
ニ

ュ
ー
で
出
し
て
い
ま
し
た
が
、

評
判
が
よ
か
っ
た
の
で
、
こ
れ

を
ベ
ー
ス
に
何
か
で
き
な
い
か

と
提
案
し
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
で
は
、
タ
レ
の
味

付
け
や
盛
り
つ
け
な
ど
、
名
物

料
理
と
す
る
た
め
に
研
究
を
重

ね
、
観
光
客
が
手
軽
に
食
べ
ら

れ
る
ス
タ
イ
ル
に
ア
レ
ン
ジ
し

ま
し
た
。
町
内
六
店
舗
の
統
一

メ
ニ
ュ
ー
で
は
あ
り
ま
す
が
、

店
舗
に
よ
っ
て
特
徴
が
あ
り
ま

す
。
海
道
の
魚
島
来
め
し
は
刻

ん
だ
し
そ
と
野
菜
が
ト
ッ
ピ
ン

グ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
時
々
の
旬
の
新
鮮
な
魚

を
使
う
た
め
、「
今
日
の
魚
は
な

ん
だ
ろ
う
？
」
と
い
う
楽
し
み

も
あ
り
ま
す
。

　

で
き
あ
が
っ
た
統
一
メ
ニ
ュ

ー
に
は
、
島
に
魚
を
食
べ
に
来

て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め

て
、「
魚
島
来
（
お
と
こ
）
め

し
」
と
名
付
け
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
グ
ル
ー
プ
は
、
こ
れ

を
お
揃
い
の
ど
ん
ぶ
り
で
食
べ

観
光
客
を
迎
え
る
た
め
に

　

川
瀬
さ
ん
が
店
を
始
め
た
の

は
、
二
十
二
年
ほ
ど
前
。
高
校

卒
業
後
、
愛
知
と
福
岡
で
修
行

し
た
後
、
故
郷
の
鷹
島
に
戻
り

開
業
し
ま
し
た
。

　

大
橋
の
工
事
と
と
も
に
、
島

で
は
観
光
客
受
け
入
れ
の
準
備

が
始
ま
り
、
商
工
会
飲
食
部
会

の
リ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
川
瀬
さ
ん

を
中
心
に
、
何
か
統
一
し
た
名

物
料
理
を
創
作
し
よ
う
と
、
島

内
の
六
店
舗
が
集
ま
り
勉
強
会

が
始
ま
り
ま
し
た
。

魚
島
来
（
お
と
こ
）
め
し

　

鷹
島
で
は
昔
か
ら
、
あ
つ
あ

つ
ご
は
ん
の
上
に
甘
辛
い
醤
油

に
漬
け
込
ん
だ
新
鮮
な
刺
身
を

　
県
内
の
元
気
な
事
業
所
を
紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
松
浦
市
鷹
島
町
「
居
酒
屋
　
海
道
」
を
お

訪
ね
し
ま
し
た
。

とらふぐも
よろしく！

川瀬　　隆さん

魚のうまみたっぷりの魚島来（おとこ）めし！
是非一度ご賞味を！

今
年
四
月
に
開
通
し
た
鷹
島
肥
前
大
橋

島
に
魚
を
食
べ
に
き
て
ほ
し
い
…
…
！

そ
の
願
い
が
生
ん
だ
名
物
料
理
で
す
！

とらふぐも
よろしく！

川瀬　　隆さん
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商工会は、中小企業の経営改善や地域活性化の
支援を行う、商工会法に基づいて設立された法人
です。
私たちは、地域の元気を応援します！

中小企業経営改善
コミュニケーション情報誌

　長 崎 県 商 工 会 連 合 会

〒850-0031
長崎市桜町4番1号
発行人　宅　島　壽　雄

TEL 095-824-5413
FAX 095-825-0392
http://www.shokokai-nagasaki.or.jp/
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今回のプレゼントは

表　　　 紙　　　 紹　　　 介

ロマンの愛のまちシンボル像
～モニュメントから雲仙市へどうぞ～

　雲仙市の玄関愛野町入り口に立つ 2
つのモニュメントは、諫早市から雲仙
市に入る国道 57号線で皆様を歓迎して
おります。
　愛野町は北海道についで全国２位の
じゃがいも生産量を誇る長崎県の主要
な栽培地。じゃがいも植付面積は、東
京ドームの 250 個分、冬の温暖な気候
を利用して、二期作が行われています。
厳選した赤土を利用して、ほかの産地
に負けないおいしいじゃがいもを生産
しています。赤土でつくられる「愛の
小町」は、食味・色・艶ともに抜群です。
　春じゃがいもを収穫後の畑は、黄色
一色のひまわり畑に一変。実は、ひま
わりが枯れると畑の肥やしになるので
す。秋には、ピンクのコスモスが愛野
展望所まで、国道の両脇で皆様を歓迎
します。

― 雲仙市愛野町 ―

釜いり茶
　

本
会
が
運
営
し
て
い
る
サ
イ
ト
「
み

ゅ
〜
で
！
な
が
さ
き
」
と
の
共
同
企
画

に
よ
り
県
内
の
特
産
品
を
読
者
の
皆
様

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

今
回
の
商
品
は
、
佐
々
町
の
上
ノ
原

製
茶
園
さ
ん
か
ら
「
釜
い
り
茶
」
で
す
。

　

釜
炒
り
茶
は
、
釜
で
炒
る
こ
と
に
よ

り
茶
葉
の
発
酵
を
と
め
る
と
い
う
手
法

で
、
十
五
世
紀
前
後
中
国
よ
り
伝
わ
り
、

日
本
で
は
主
に
九
州
で
作
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

伝
統
の
手
法
を
頑
な
に
守
り
、
佐
々

の
澄
ん
だ
空
気
の
山
間
で
と
れ
た
新
芽

を
、
直
火
の
釜
で
炒
り
、
乾
燥
さ
せ
て

作
る
釜
炒
り
茶
は
、
風
味
が
よ
く
、
爽

や
か
で
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
飲
み
心
地
で

す
。
ま
た
、
最
近
は
健
康
茶
と
し
て
も

人
気
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
「
釜
い
り
茶
×
三
袋
」

を
五
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
ハ
ガ
キ
に
「
釜
い

り
茶
」
と
書
い
て
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
と
本

誌
へ
の
ご
意
見
、
感
想
、
要
望
等
を
必

ず
明
記
の
う
え
、
次
の
宛
先
ま
で
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

　

〒
八
五
〇
ー
〇
〇
三
一

　

長
崎
市
桜
町
四
ー
一

　

長
崎
県
商
工
会
連
合
会

　

な
が
さ
き
の
特
産
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
係

　

締
切
は
平
成
二
十
一
年
八
月
十
五
日

（
当
日
消
印
有
効
）
と
し
ま
す
。

　

な
お
、
当
選
者
の
発
表
は
発
送
を
も

っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

上ノ原製茶園
〒 857-0337

長崎県北松浦郡

　　佐々町八口免 1-11

TEL　0956-63-2712

FAX　0956-62-6486

ご意見・ご感想等
お待ちしております！

　

平
成
二
十
一
年
春
の
叙
勲
で
、
商
工
会
関

係
者
で
は
、
前
長
崎
県
商
工
会
連
合
会
会
長

の
池
原
泉
氏
が
、「
旭
日
小
綬
章
」
受
章
の

栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
中
小
企
業
発
展
の
た
め
、
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
た
功
績
は
も
と
よ
り
、
長
年
に
わ

た
る
、
地
方
自
治
の
進
展
に
尽
力
さ
れ
た
功

績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

◎
旭
日
小
綬
章

　
池
原
　
　
泉

　
　

社
会
福
祉
法
人
の
ぞ
み
会
理
事
長

　
　

前  

長
崎
県
商
工
会
連
合
会
会
長

　
　

前  

西
そ
の
ぎ
商
工
会
会
長

春
の
叙
勲
受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

対馬

壱岐

五島

島原半島
諫早

長崎・西彼

県北
東彼

雲仙市愛野町


